
原野谷学園 第１回新たな学園づくり地域意見交換会

H30.1.17

次 第

１ 開会

２ 教育長あいさつ

３ 事務局より説明

(1) 掛川市の目指す小中一貫教育について

(2) 原野谷学園新たな学園づくり地域検討委員会で検討する内容について

４ 意見交換

※御発言の際は、初めに地区名とお名前をお伝えください。

５ 連絡事項

６ 閉会



原野谷学園新たな学園づくり地域検討委員会について

１ 目的

掛川市では、平成29年６月に策定した「掛川市小中一貫教育推進基本方針」において、

小中一貫教育を推進するため、教育委員会と市長部局が緊密な連携をとり、地域ぐるみ

の議論の中で最善の学校配置の在り方等を協議していくこととしています。

そこで、本年度から小中一貫教育の研究を指定した原野谷学園において、「新たな学

園づくり地域検討委員会」を設置し、その方向性を協議して参ります。

２ 原野谷学園新たな学園づくり地域検討委員会委員

番号 所 属 氏 名 番号 所 属 氏 名

１ 学識経験者 山﨑 保寿 11 原野谷中H29ＰＴＡ保護者 杉山 喜啓

２ 市議会議員 草賀 章吉 12 原谷地区代表保護者 鈴木 映美

３ 市議会議員 野口 安男 13 原田地区代表保護者 天野 唯

４ 子ども育成支援協議会長・原田地区区長会長 久米 正雄 14 子ども広場あんり保護者 古山 保味

５ 原谷地区まちづくり協議会長・原谷地区長会長 竹下 文博 15 子ども広場あんり保護者 山本 千恵

６ 原田地区まちづくり協議会長 両角 一夫 16 地域コーディネーター 佐藤 收一

７ 株式会社山田 山田 珠一 17 原谷小学校長 阪本 敦宏

８ 池島フーズ株式会社 山本 安幸 18 原田小学校長 山田 卓

９ 原谷小H29ＰＴＡ保護者 深田 裕子 19 原野谷中学校長 深澤 大

10 原田小H29ＰＴＡ保護者 鈴木 麻美 20 こども広場あんり園長 村松 恵子

※必要に応じて、関係者を招集することができる。

【事務局】

番号 職 名 氏 名 番号 職 名 氏 名

１ 教育長 山田 文子 ６ 学校教育課主任指導主事 髙塚 秀和

２ 教育部長 笹本 厚 ７ 教育政策室長 増田 忍

３ 企画政策課長 平松 克純 ８ 教育政策室係長 鈴木 純一

４ 学務課長 中山 弘一 ９ 教育政策室主任 石山 尚哲

５ 学校教育課長 杉浦 雅美 10 教育政策室指導主事 横井 和好

※必要に応じて他課の職員等が出席する。



３ 検討委員会の位置付けについて

中学校区学園化構想（第１ステージ）

【ねらい】

学校に地域の教育力を取り込むことと、保幼小中連携教育を推進することによ

り、学校・家庭・地域が連携した教育環境を整備する。

【取組】

○子ども育成支援協議会の立ち上げ

（学校支援地域本部）

○中学校区学園化構想第２ステージ検討委員会

中学校区学園化構想（第２ステージ）

【ねらい】

中学校区学園化構想を生かしながら、各学園が地域と共に目指す子ども像を設定

・共有し、その実現を図るため、９年間を見通したかけがわ型の小中一貫カリキュ

ラムを編成して、それに基づいて行う系統性のある教育を推進する。

地域の特性を生かした小中一貫教育推進にふさわしい学園・学校の在り方を検討

する。

【取組】

○小中一貫教育の推進

○新たな学園づくり地域検討委員会による学園の在り方の検討

中学校区学園化構想（さらなるステージへ）

【ねらい】

変化の激しい社会を生きぬく子どもたちのための学習環境を整備する。

【取組】

○新たな学校づくりの基本計画、基本設計 等
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はじめよう！かけがわ型小中一貫教育

かけがわ型小中一貫教育

中学校区学園化構想

市民総ぐるみの教育

○学校・家庭・地域が連携し、地域ぐるみで子どもを育てる
中学校区学園化構想を基本にします。

○各学園が地域と共に目指す子ども像を設定・共有します。
○９年間を見通したつながりのある教育を推進します。
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小中一貫カリキュラム

掛川市が目指すひと
変化の激しい
社会で生き抜
く力を備えて
いるひと 多様な人々を

結び、地域で
もグローバル
にも活躍でき
るひと

高い目標を持ち、
新たな価値の創
造にチャレンジ
するひと

豊かな心や
健やかな体
に高めてい
くひと

自立する心
を持ち、他
者の考えや
痛みに共感
できるひと

子どもたちの未来のために
何をすべきか、何ができるのか

この視点に立って策定した
「教育大綱かけがわ」にある

目指す姿 に向かって、子ども
たちのための教育を推進します。

中学校区学園化構想を生かして

地域と共に
目指す子ども像
を設定・共有

９年間を見通したつながりのある教育

指導の充実
～小中学校の指導のつながり～

【教科担任制の導入】

・子どもの成長と学園の実情に応じて教科担任制を導入し、

教員の専門性を生かした授業を行います。

【学校間の縦の接続】

・小中学生の積極的な交流活動や小中一貫した指導方

法等により、小学校から中学校へ進学する際の環境

の変化を小さくし、中１ギャップの緩和を図ります。

【小中一貫カリキュラム研究】

・各学園で地域の特色を生かした教育を行います。

・各教科の指導内容のつながりを意識し、９年間を見

通した教科指導の研究及び実践を行います。

（H29～H31 指定研究校 原野谷学園・城東学園）

【ＩＣＴ活用の推進】

・子どもたちの対話を重視した主体的、協働的な学び

を実現する道具としてＩＣＴ機器を活用し、情報活

用能力やＩＣＴスキルを育みます。

【社会性の育成】

・小中学生の関わりの中で考え方や生き方を学ぶ機会を増やし、

年長者に対してあこがれを抱きます。

・地域の方々が学校教育へ積極的に参画し、支援していただき、

地域の良さや人の温かさを学ぶ交流体験の充実を図ります。

【地域とともにある学校づくり】

・地域でどのような子どもたちを育てるのか、

将来像を共有し、学校と地域が一体となって

子どもたちを育んでいきます。

・学校運営や学校の課題に対して、保護者や

地域の皆さんが参画するコミュニティ・ス

クールを推進していきます。

「やってみたい！」
「できた！」
という学びの意欲や喜びが
もっと積み重なります 「地域が大好き！」

「掛川が大好き！」
と思う子がもっと増えます

地域の支え
～多くの人とのつながり～

子ども
の現状

子ども
の課題

保護者
の願い

地域の
願い

学校の
思い

子どもを取
り巻く環境

【心の教育の推進】

・報徳の教えが根づく掛川らしさを生かした「かけがわ

道徳」を推進していきます。

・規範意識、自他の生命尊重、自尊感情や他者への思い

やり、いじめ未然防止に関することを中核とし、各学

園の実態に応じた道徳教育に取り組みます。

＜地域防災訓練における
中学生の活躍の様子＞

＜自分から意見を
話したくなる授業＞


